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バブル絶頂期ほどではないにしろ、相変わら

ず各地で超高層ビルや大規模地下施設、巨大傾

谷ピルなどの建設が行われている.

あのような巨大な施設で火災等の災害が発生

したらどうなるのだろうか、と心配するのは筆

者独りではないと思う(設 計者に聞くと、「い

や大文夫です。最新のハイテク防災設備を設置

していますから……Jと の決まり文句.普 通の

人は 「これだけ技術が進んでいるのだから、き

っとすごい防災設備が設置されているんだろ

う。安全に違いない。」と納得してしまうかも

知れない。「本当だろうか?Jと いうのが今回

のテーマである。

筆者の専門の火災について考えてみよう.ど

んなハイテク時代になっても、火災対策は以下

の4点に集約される,

0火 災が発生する可能性を出来るだけ少なく

する

②それでも火災が発生してしまったら、出来

るだけ早く発見して消火する

③万一消火出来ない場合には、火や煙をなる

べく小さな空間に閉じこめ、拡大しないよう

にする

0火 煙が拡大しても人の生命だけは助かるよ

うに、安全な空間に逆難できるルートを複数

用意する

0に ついては、エネルギー使用設備や技術の

進歩に従って改善が進んでいることは事実であ

る.国 内のエネルギー使用量や建物床面積が増

大しているにもかかわらず、火災の発生件数が

漸減傾向にあるのを見るだけでも、このジャン

ルの安全対策が進んできていることがわかる。

ただ、この傾向は超高層ビルなどに限られる

ものではない。超高層ビル等の火災発生防止対

策が、普通のビルに比べて特にハイテクを用い

たものになっているというわけでは必ずしもな

いのである。

②は 「早期発見、初期消火Jと 言われるジャ

ンルである。

「早期発見Jの 手段として自動火災報知設備

がある。ビル全体にセンサーを張り巡らせて、

火災に伴う火 (温度)や 煙を感知し、警報を発

する。苦はベルを鳴らすだけだったが、基本的

に 「電気的な情報を処理して表示し、機器を制

御するJという分野なので技術の進歩は著しい。
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このため火災情報と様々な防災機器との運動

もいくらでも可能になっているのだが、「火災J

を発見するセンサーの精度に問題がある (個々

のセンサーの精度は相当なレベルに達している

が、数千個のセンサーの情報を集中するとビル

全体ではどうしても非火災報が発生 してしま

う)た め、ビル全体に警報を出すことすら単純

に運動させることにはためらいがあるのが現状

である。

消火剤もいろいろ開発されているが、「少量で

大きな消火効果があり、毒

性がなく後始末 も簡単で

安価」などという消火剤は

難 しい.費 用の点を除け

ばハロンガス系の消火設

備がその条件に最も近か

ったが、オブン層を破壊す

るおそれがあるというの

で生産が禁止 されて しま

った。実際には「水」を超

えるものはなかなかない、というのが現状である.1

「早期発見、初期消火Jの 設備として古くか

らあるのがスプリンクラーである。

この設備は、火災により熱溶融性の金属 (ハ

ンダのようなもの)で 出来た放水日の栓が溶け

ると水が出て消火する仕組みなので、ハイテク

とは言い難いが、システムが愚直であるだけ信

頼性が高く、いまだに世界中でこの種の設備の

主役として使われている.

「センサーで火災を感知し、放水口を制御し

て、少量の消火剤で短時間に消火するJと いう

自動消火設備は、コンセプ トとしては昔からあ

り、技術的にも難しくないのだが、信頼性の点

で (もちろん経済性の点でも)ス プリンクラー

に勝てず、実用になっていないのである

0は 「防火区画」とか 「防煙区画Jと 言われ

ているものであり、0は それによって安全な避

難ルートを造っておくもので、いずれも建築計

画や建築構造のジャンルである。

火や煙の状況を判断して安全なルートを示す

避難誘導システムや、これに目や耳が不自由な

人も遊難ルートが判る音声や閃光による誘導シ

ステムを組み合わせるこ

となどは一部実用化され

ているが、排煙設備との

運動など 「火災感知→制

御J系 として本来ハイテ

ク防災設備の得意なはず

のジャンルも、火災状況

の把握の精度がイマイチ

なため、実用化の域に達

| していないのである。

というわけで、「ハイテク防災設備」と言っ

ても今のところ「情報を集中して人間が判断 し、

各種防災機器の制御を行うJと いうコンセプ ト

にならぎるを得ないっ

「火災に関連する情報を集中し表示するJと

いう技術はどんどん進んでいるが、それだけで

は火は消えないし、安全な避難ルー トが形成さ

れるわけでもない。火災が発生してしまったら、

結局昔ながらのスプリンクラーに頼っていると

いうのが現状なのであり、「ハイテク防災設備J

という言葉ですぐ 「安全だJと 思ってしまって

はいけないのである。
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